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IoT・ AIによる認知症予防システムの研究開発 
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Dementia, Deep Learning, Mild cognitive impairment (MCI), Vascular Cognitive Impairment

(VCI), IoT-POCT  

 
高齢化に伴い、認知症は急増し社会問題化している。しかし、現時点では認知症の分子レベルでの治療は困難で

あり、発症予防に重点が置かれるようになった。本研究では、認知症の発症には生活習慣病が原因になっている

ことに着目した。すなわち、生活習慣病による動脈硬化は、虚血性心疾患や脳血管障害だけでなく、血管性認知

障害（ VCI）として認知症の発症の引き金になっている。 VCIは血管性認知症だけでなくアルツハイマー病の発症

にも関与し、軽度認知障害（ MCI）から重度認知症に至る幅広い認知障害において重要な役割を果たしてい

る。我々は、これまで認知症の診断に利用されなかった健康診断の一般血液生化学検査を活用し、認知障害のリ

スク判定法を開発した。すなわち、一般血液生化学検査データは VCIの原因となる生活習慣病や代謝障害を反映し

ており、この血液データに基づいて認知障害を推定する予測アルゴリズムを構築した。血液データと認知障害の

間にある複雑な非線形的関係を解析し、認知障害を予測するために、人工知能（ AI）のアルゴリズムである深層

学習を応用した。本法の特徴として次のことあげられる。 

1) 従来のアミロイドβなどを検出する方法とは全く異なったアプローチである。2) 健診に用いる血液検査データ

を使用するので、新たな採血を必要とせず、スマートフォンを用いて個人的に認知症のリスク判定を行うことが

可能である。 3) 認知障害の原因となる全身状態の異常を血液検査により特定できるので、患者個別の状態に適し

た運動食事療法や各種非薬事療法を組み合わせたオーダーメイドの介入・治療が可能となる。 

さらに、 IoT化した健康管理システム（血圧計、体重計、体脂肪計、脳機能（ NIRS）； IoT-POCT）を医療施設

外（スポーツジム、職場など）に設置し、各個人の健康履歴（ PHR）を構築し、日常生活の中で健康管理を

行った。将来的には年1回の健診データの AI解析により認知症リスクを検出し、健康目標を設定する。さらに、

IoT-POCTの PHRによる健康評価を組み合わせることにより、患者個別の状態に応じた医療施設外での健康管

理、疾病予防を行うことが可能となる。このような IoT/AIを活用した健康管理システムは、治療効果を上げると

ともに医療のプロセス改革を推進し、医師、医療現場の負担軽減を実現することが期待される。
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1.背景 
高齢化に伴い、認知症は急増し社会問題化している。しか

し、現時点では認知症の分子レベルでの治療は困難であり、

発症予防に重点が置かれるようになった。本研究では、認知

症の発症には生活習慣病が原因になっていることに着目した。

すなわち、生活習慣病による動脈硬化は、虚血性心疾患や

脳血管障害だけでなく、血管性認知障害（VCI）として認知症

の発症の引き金になっている。VCIは血管性認知症だけでな

くアルツハイマー病の発症にも関与し、軽度認知障害（MCI）

から重度認知症に至る幅広い認知障害において重要な役割

を果たしている(図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 VCIにおける血管病変と代謝異常，認知障害の関係 

 

2.深層学習による認知障害予測 
我々は、これまで認知症の診断に利用されなかった健康

診断の一般血液生化学検査を活用し、認知障害のリスク判

定法を開発した。すなわち、一般血液生化学検査データは

VCI の原因となる生活習慣病や代謝障害を反映しており、こ

の血液データに基づいて認知障害を推定する予測アルゴリ

ズムを構築した。血液データと認知障害の間にある複雑な非

線形的関係を解析し、認知障害を予測するために、人工知

能（AI）のアルゴリズムである深層学習を応用した。本法の特

徴として次のことあげられる。 

１）従来のアミロイドβなどを検出する方法とは全く異なった

アプローチである。 

２）健診に用いる血液検査データを使用するので、新たな

採血を必要とせず、スマートフォンを用いて個人的に認知症

のリスク判定を行うことが可能である。  

３）認知障害の原因となる全身状態の異常を血液検査によ

り特定できるので、患者個別の状態に適した運動食事療法

や各種非薬事療法を組み合わせたオーダーメイドの介入・治

療が可能となる。 

 

3.IoT健康管理システム 
IoT化した健康管理システム（血圧計、体重計、体脂肪計、

脳機能（NIRS）；IoT－POCT）を医療施設外（スポーツジム、

職場など）に設置し、各個人の健康履歴（PHR）を構築し、日

常生活の中で健康管理を行った(図 2)。 

将来的には年 1 回の健診データの AI 解析により認知症リ

スクを検出し、健康目標を設定する。さらに、IoT-POCT の

PHR による健康評価を組み合わせることにより、患者個別の

状態に応じた医療施設外での健康管理、疾病予防を行うこと

が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ジムに設置した IoT-POCT 

 

4.社会実装 
IoT/AIを活用した健康管理システムは、治療効果を上げる

とともに医療のプロセス改革を推進し、医師、医療現場の負

担軽減を実現することが期待される。また本システムに基づく
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個々人に適した介入方法、行動変容サービス、関連機器な

どの新産業の創出を通じた、地域市場の持続的発展への貢

献を目指す(図 3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  IoT/AI利活用モデルと社会実装 
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